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６
月
議
会
一
般
質
問

き
よ
た
純
子

子
ど
も
の
貧
困
と
支
援
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
と
支
援
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
貧
困
率
は

11
・
５
％
、
ひ
と
り
親

家
庭
は
44
・
５
％
に
達

し
、
深
刻
な
物
価
高
騰

が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い

ま
す
。
大
阪
府
の
調
査

（
２
０
２
４
年
）
で
は
、「
中

央
値
（
２
８
８
万
円
）
以

上
の
所
得
層
」
は
53・３
％

で
す
が
、「
最
も
困
窮
す

る
所
得
層
（
１
４
４
万
円

以
下
）」は
全
体
の
14・５
％

で
、
困
窮
層
ほ
ど
生
活
困

難
が
増
大
す
る
と
報
告
し

て
い
ま
す
。
N
P
O
法
人

キ
ッ
ズ
ド
ア
が
昨
年
に
実

施
し
た
調
査
で
も
、
夏
休

み
中
に
子
ど
も
の
食
事
を

減
ら
す
こ
と
が
週
１
回
以

上
あ
っ
た
世
帯
は
58
％
を

で
す
。
そ
の
他
に
も
猛
暑

の
エ
ア
コ
ン
利
用
な
ど
を

控
え
た
り
、「
熱
中
症
や

夏
バ
テ
に
な
っ
た
」、「
体

重
が
減
っ
た
」
と
の
回
答

は
所
得
が
低
い
グ
ル
ー
プ

ほ
ど
回
答
割
合
が
多
か
っ

た
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら

も
、
子
ど
も
家
庭
庁
は
、

５
月
15
日
に
▽
学
校
施
設

や
児
童
館
な
ど
を
安
全
で

涼
し
く
過
ご
せ
る
居

場
所
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
▽
弁
当
や
軽

食
の
提
供
な
ど
の
食

事
支
援
▽
必
要
な
家

庭
へ
の
情
報
発
信
の

工
夫
な
ど
、
全
国
の
自

治
体
に
支
援
事
業
の

実
施
に
つ
い
て
事
務

連
絡
を
出
し
ま
し
た
。

不登校児童生徒数の推移

大阪府子どもの生活に関する実態調査（抜粋）

「経済的な理由で行ったこと」

新しい衣服・靴を
買うのを控えた

生活の見通しがたたなくて
不安になったことがある

食費を切りつめた
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大阪府子どもの生活に関する実態調査（抜粋） ●
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

の
実
態
調
査
を
高
槻
市

独
自
に
実
施
す
る
こ
と

●
学
校
給
食
の
な
い
夏
休

み
期
間
に
食
糧
支
援
な

ど
す
る
こ
と

●
子
ど
も
家
庭
庁
の
通
知

を
参
考
に
、
子
ど
も
の

健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
保
障
す
る
対
策
を
行

う
こ
と

　
　
　
　
I
C
T
教
育
に
つ
い
て

３０人学級の実施と
世
界
は
ア
ナ
ロ
グ
教
育
に
回
帰

世
界
は
ア
ナ
ロ
グ
教
育
に
回
帰

不
登
校
の
増
加
や
教
員
の
欠
員
が
深
刻
化

不
登
校
の
増
加
や
教
員
の
欠
員
が
深
刻
化

本
格
的
な
少
人
数
学
級
が
必
要
で
す

本
格
的
な
少
人
数
学
級
が
必
要
で
す

I
C
T
先
進
国
で
あ
る
北
欧
で
、
学
力
低
下

な
ど
を
理
由
に
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
紙
の
教
科
書

や
手
書
き
を
重
視
す
る
「
ア
ナ
ロ
グ
回
帰
」
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
力
だ
け
で
な
く
、
授

業
中
の
動
画
視
聴
や
依
存
症
等
の
弊
害
・
発
達

阻
害
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、
日
本
で
も

導
入
か
ら
６
年
が
経
過
し

た
I
C
T
教
育
に
つ
い

て
「
市
と
し
て
発
達
阻
害

を
含
め
た
影
響
を
調
査
す

る
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し

た
。

　
教
員
の
欠
員
は

全
国
３
８
２
７
人

（
２
０
２
５
年
５

月
時
点
）
で
、
子

ど
も
の
学
ぶ
権
利

や
丁
寧
な
支
援
に

影
響
が
あ
り
ま
す
。
高
槻

市
の
小
中
学
校
で
は
昨
年

11
月
の
時
点
で
11
人
の
欠

員
で
し
た
。
こ
の
問
題
は

教
員
の
長
時
間
過
密
労
働

と
一
体
で
す
。
解
決
に
は

教
員
を
増
や
し
、

少
人
数
学
級
を
進

め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

高
槻
市
に
30
人

学
級
を
求
め
ま

し
た

　
山
梨
県
で
は
県

独
自
に
小
学
６
年

生
ま
で
25
人
以
下

学
級
を
導
入
し
、

「
児
童
の
発
表
の

機
会
が
増
え
、
意

高
槻
市
に

求
め
た
こ
と

欲
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」

な
ど
の
効
果
を
報
告
し
て

い
ま
す
。
高
槻
市
は
現
在
、

独
自
に
中
学
２・
３
年
で

35
人
以
下
学
級
を
実
施
中

で
す
が
、
国
は
２
０
２
８

年
度
ま
で
に
35
人
学
級

を
中
学
で
全
学
年
に
拡
大

し
、
市
独
自
で
は
な
く
な

り
ま
す
。
私
は
、
不
登
校

児
童
生
徒
数
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
、「
子

ど
も
達
の
た
め
に
、
よ
り

個
々
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る

30
人
学
級
の
実
施
を
」
市

に
求
め
ま
し
た
。
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空
家
対
策
と
そ
の
支
援
に
つ
い
て

空
家
対
策
と
そ
の
支
援
に
つ
い
て

～
１
面
の
き
よ
た
純
子
の
一
般
質
問
の
続
き
～

　

全
国
の
空
き
家
は

２
０
２
３
年
に
９
０
０
万

戸
へ
達
し
、
高
槻
市
で
も

７
１
５
０
戸
に
な
っ
て
い

ま
す
。
人
口
減
少
と
高
齢

化
が
進
む
中
で
、
空
家
が

さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ

　
高
槻
市
で
は
、
空
家
に

つ
い
て
の
市
民
か
ら
の
相

談
は
、
２
０
２
４
年
度
は

84
件
で
、
近
隣
の
住
生
活

の
環
境
に
悪
影
響
が
あ
る

も
の
が
多
か
っ
た
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
改
善
率
は

85
・
７
％
で
す
。
ま
た
、

空
家
相
談
員
制
度
の
利
用

件
数
は
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
２
５
年
度
末
時
点
で

67
件
、
こ
の
う
ち
52
件
が

売
却
や
修
繕
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
空
家
見
守
り

業
務
は
８
件
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
高
齢
者
な
ど
の
自
宅
を

と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

適
正
管
理
さ
れ
な
い
空
き

家
の
増
加
は
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、
所
有
者
の
「
管

理
し
て
い
る
つ
も
り
」
と

い
う
認
識
の
ズ
レ
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

買
い
取
り
、
賃
貸
と
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
と
し
な

が
ら
、
実
際
に
は
不
当
に

安
い
価
格
で
買
い
た
た

く
、
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
詐
欺

な
ど
も
増
え
て
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
相
談
窓
口
の

充
実
は
大
切
で
す
。

高
槻
市
に

求
め
た
こ
と

空
家
の
持
ち
主
向
け
相
談
窓
口

●
市
公
報
に
繰
り
返
し
掲

載
し
、
介
護
事
業
者
な

ど
と
連
携
し
て
空
家
予

防
や
管
理
に
つ
い
て
、

広
く
周
知
・
啓
発
す
る

こ
と

●
空
家
相
談
員

高
槻
市
空
家
相
談
員
は
、
５
年
以
上
の
経
験

を
持
つ
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
士
で
す
。
市

の
研
修
を
受
け
、
空
家
の
管
理
や
売
買
に
関

す
る
様
々
な
お
悩
み
に
無
料
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
提
供
し
ま
す
。

●
空
家
見
守
り
業
務

高
槻
市
市
民
公
益
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
は
、
遠
方
で
空
家
を
確
認
で
き
な
い
所
有

者
に
代
わ
り
、
外
観
を
確
認
す
る
「
空
家
見

守
り
」
業
務
を
請
け
負
う
団
体
を
紹
介
し
て

い
ま
す
（
空
家
の
所
在
地
に
よ
っ
て
は
対
応

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。 

空
家
対
策
や
管
理
不
全
空
家
等
の
相
談
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
政
策
課

市
役
所　
本
館
５
階

℡
０
７
２

－

６
７
４

－

７
５
２
５

この間の

生活相談
　
生
活
相
談
で
は
、
生
活

不
安
な
ど
の
く
ら
し
の
相

談
や
、
道
路
の
修
繕
、
生

活
道
路
の
交
通
安
全
、
今

回
、
一
般
質
問
で
取
り
上

げ
た
30
人
学
級
や
不
登

校
、
空
家
相
談
な
ど
、
い

柱
本
府
営
住
宅
建
替
え
と
引
っ
越
し

に
つ
い
て

ろ
い
ろ
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
ん
な
み
な
さ

ん
の
声
を
市
政
に
届
け
る

活
動
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
建
て
替
え
に
伴
う
引
越

し
に
関
し
、
住
民
か
ら
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。「
引
っ
越
し
で
出

る
ご
み
の
分
別
や
搬
出
が

高
齢
で
困
難
」「
府
の
移

転
費
用
で
は
業
者
の
費
用

を
賄
え
な
い
」
等
の
声
で

す
。
大
阪
府
に
聞
き
取
り

を
行
っ
た
結
果
、
敷
地
内

に
ご
み
の
仮
置
き
場
を
設

置
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
が
、
設
置
時
期
の
明

確
化
や
、
実
態
に
即
し
た

移
転
費
用
の
見
直
し
、
遅

れ
て
い
る
移
転
書
類
の
早

急
な
送
付
が
引
き
続
き
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

府営住宅の建て替えに伴う住民の不安に対し、
大阪府へ以下の改善を求めました（６月１８日）

●ごみ仮置き場：柱本府営住宅外への
引越しになる１０月移転の方もいる
ことを考慮し、８月末までの設置を
要望。

●移転書類：送付遅れを府も認めたた
め、早急な送付と引越し対象の住民
に仮置き場などの情報周知を要請。

●移転費用：府の基準で決めていおり、
増額は難しいとの回答でしたが「府
の基準では実費を賄えない」との声
を踏まえ、実態に応じた改善を訴え
ました。

●
安
心
で
き
る
相
談
窓
口

の
充
実
、
相
談
体
制
の

強
化

高
槻
市
の
空
家
対
策

世
帯
数
を
上
回
る
住
宅
戸
数


